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開 会 挨 拶

平成 27 年 10 月 7 日（水）
大阪府危機管理室

消防保安課長　山本　誠一

平成２７年度大阪府高圧ガス防災訓練の開催にあたりまして一言ごあいさつを申し上げます。

大阪府では、高圧ガスの保安の向上を図り、府民や事業所で働く皆様方の安全を確保するた

め、各種訓練や講習会等の取り組みを各消防本部や関係団体の皆様と協力して推進しています。

今月２３日から２９日までは「高圧ガス保安活動促進週間」で、今年度のキャッチフレーズ

は、「たぶん・おそらく・いいだろう　気になる時は再確認」です。

高圧ガスには絶対安全はありません。高圧ガスを取り扱う全ての人々が注意深く再確認する

ことで危険は発見できる、すなわち注意すると見えてくる危険があるということだと思います。

本日の訓練では、支燃性ガスの燃焼特性の実験やアセチレンガス漏洩着火時の応急処置の初

動対応訓練などが予定されております。地域の安全確保に携わる関係者の皆様もご見学のため

来場いただいており、高圧ガスの特性について再確認していただく有意義な訓練となることを

期待しています。

最後になりましたが、当訓練の実施にあたり、本日の訓練実施にご尽力いただきました関係

事業所の皆様、摂津市消防本部、摂津警察署並びに、大阪府高圧ガス地域防災協議会の山本会

長をはじめ事務局、関係団体の皆様方に改めてお礼を申し上げまして、あいさつとさせていた

だきます。
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訓 練 本 部 長 挨 拶

平成 27 年 10 月 7 日
大阪府高圧ガス地域防災協議会

会長　山本　浩司

ただ今、ご紹介を頂きました、大阪府高圧ガス地域防災協議会の会長を仰せつかっており
ます、高圧ガス工業の山本浩司でございます。

本日、ここに平成２７年度高圧ガス防災訓練の実施にあたり、誠に僭越ではございますが、
主催者の一人として、ひとことご挨拶を申し上げます。

さて本日は、ご多忙のところ、ご臨席を頂きました、ご来賓をはじめ、参加頂きました関係
各位に、厚くお礼を申し上げると共に、後援並びに協賛を頂きました、関係官庁及び団体に対し、
深く感謝申し上げます。

この訓練の実施に当たり、訓練実行委員の方々が、事前に協議を重ねられて、実効ある訓練
実施内容を、検討準備されたご苦労に、改めて、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。

特に具体的な計画に当たりまして、「摂津市消防本部」、「大阪府摂津警察署」より親切なご
指導を頂き、深く感謝申し上げます。

さて、本年度、府内の所轄消防署等からの要請による指定防災要員の出動件数が８月末の時
点で５件となっております。

出動の状況を見ますと消防署からの緊急出動要請により指定防災事業所が火災現場へ出動し、
消防署の指示に従って防災活動を行い、高圧ガスの事故に至ることを未然に防いでおります。

これも、防災訓練等を含めた常日頃の防災活動の成果であり、引き続き事故ゼロを目指した
く思います。

また、増加傾向にある高圧ガス事故、高圧ガス容器盗難事故に加えて大規模な自然災害も各
地で発生し、防災を担当している者にとっては全く気が抜けません。

本日の防災訓練は、まず初めに摂津市消防本部より「ＡＥＤ の操作指導」を受けます。この「Ａ
ＥＤ」を使用することによって多くの命が救える可能性があります。

続いて「緊急通報連絡訓練」と共に、「アンモニアガス」、「アセチレンガス」、「ＬＰガス」
の漏洩時の応急処置訓練。摂津市消防本部、大阪府摂津警察署のご協力を得まして、「ＬＰガ
スタンクローリの路上災害時の応急措置」の総合訓練。および「ガスの性質を知る実験」をご
覧頂く事によって、その実態の把握、防災器具の正しい取扱いの方法を習得するなど、事故災
害の拡大を防止する重要な訓練であります。

今後も防災訓練に積極的に参加していただき、実際の災害に備えて、更に、地域防災体制の
連帯を深めて頂きまして、高圧ガスによる「災害事故撲滅」のため、より一層のご支援とご協
力をお願い申し上げ、簡単粗辞ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。
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平成 27 年度　大阪府高圧ガス防災訓練

1. 月　日　平成 27 年 10 月７日（水）
2. 場　所　神崎川河川敷右岸
　　　　　（摂津市南別府町 16 番地先）
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3. 主　催　大　阪　府
大阪府高圧ガス地域防災協議会

後　援：摂津市消防本部
高圧ガス保安協会
近畿高圧ガス地域防災協議会連合会

協　賛：（一社）大阪府高圧ガス安全協会
（一社）大阪府ＬＰガス協会
大阪高圧ガス熔材協同組合
大阪府冷凍設備保安協会

４．平成２７年度訓練参加者（敬称略・順不同）
（1）訓練実施消防本部
　　　摂津市消防本部…………………………………………………………１０名

（2）訓練実施警察署
　　　大阪府摂津警察署…………………………………………………………２名

（3）訓練実施事業所　９事業所………………………………………………３７名
（4）訓練見学事業所…………………………………………………………４９２名
　　大阪府高圧ガス指定防災事業所
　　大阪府高圧ガス地域防災協議会　会員事業所
　　（一社）兵庫県高圧ガス保安協会　会員事業所
　　和歌山県高圧ガス地域防災協議会　会員事業所
　　滋賀県高圧ガス地域防災協議会　会員事業所
　　福井県高圧ガス地域防災協議会　会員事業所
　　（一社）奈良県ＬＰガス協会　会員事業所
　　（一社）大阪府ＬＰガス協会　会員事業所
　　大阪高圧ガス熔材協同組合　組合員事業所
　　大阪府冷凍設備保安協会　会員事業所
　　（一社）日本産業・医療ガス協会近畿支部　会員事業所
　　（一社）大阪府高圧ガス安全協会　会員事業所
　　国立七大学安全衛生管理協議会
　　その他高圧ガス関係事業所

（5）見学消防署………………………………………………１５消防署　　５０名
（6）関係官庁・関係団体・関係団体事務局…………………………………２１名
　　経済産業省中部近畿産業保安監督部近畿支部、大阪府危機管理室消防保安課
　　高圧ガス保安協会近畿支部、（一社）大阪府高圧ガス安全協会、
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　　（一社）大阪府ＬＰガス協会、大阪高圧ガス熔材協同組合
　　大阪府冷凍設備保安協会、大阪府高圧ガス地域防災協議会

（7）防災資機材展示協力会社………………………………………………５社　１５名
（8）報道関係者………………………………………………………………７社　　７名　

合　計　　参加・見学者数　６３４名

5. 目的
高圧ガス防災訓練は公共の安全を確保するため、高圧ガスを取扱う事業所が事故
や災害の発生する現場の状況を想定し、高圧ガスによる事故や災害発生時に、大阪
府、地元消防本部・警察署、高圧ガス指定防災事業所、大阪府高圧ガス地域防災協
議会等の関係機関と緊密に連絡をとり、迅速且つ適切な防災処置が行えるよう体制
と技術を向上する。
また実験を通じて、高圧ガスの性質、安全な取扱い方を学び、保安意識の高揚を
図ることを目的とする。

6. 訓練等実施項目
（訓練）
第 1 部　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）操作指導
第 2 部　アセチレンガス漏洩着火時の応急処置訓練
第 3 部　アンモニアガス漏洩時の応急処置訓練
第 4 部　ＬＰガス漏洩通報訓練
第 5 部　ＬＰガスタンクローリの路上災害時の応急処置訓練

（実験）
第 1 部　支燃性ガス（液化酸素）による燃焼実験
第 2 部　特殊材料ガス（モノシラン）の自己着火実験
第 3 部　ＬＰガス燃焼比較実験
第 4 部　水素ガス燃焼比較実験



― 6 ―

7. 訓練次第（敬称略）
（1）開　　会　13 時
（2）開会挨拶　主　催　者　大阪府危機管理室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防保安課長　山本　誠一

　　　　　訓練本部長　大阪府高圧ガス地域防災協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　山本　浩司

（3）訓練及び実験開始　13 時 05 分
訓　　　練　第 1 部
　　〃　　　第 2 部
　　〃　　　第 3 部
　　〃　　　第 4 部

実　　　験　第 1 部
　　〃　　　第 2 部
　　〃　　　第 3 部
　　〃　　　第 4 部

訓　　練　第 5 部
（4）訓練終了　15 時 25 分
（5）講　　評　大阪府高圧ガス地域防災協議会　　技術顧問　島田　耕一
（6）閉　　会　15 時 40 分
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平成２７年度大阪府高圧ガス防災訓練実行組織と各分担表（敬称略）

本
　
部

本 部 長 山本　浩司　会長
副 本 部 長 吉田　充孝　副会長　　加藤　保宣　副会長
訓 練 指 揮 者 塚本　哲
訓 練 司 会 浜野　淳子
訓 練 進 行 係 中村　勇

設 営・ 庶 務・
後 始 末

藥師寺　正人　大阪府政策企画部危機管理室　消防保安課
塚本　哲　　　大阪府高圧ガス地域防災協議会
和田　昌文　　　　　　　〃
浜野　淳子　　　　　　　〃
中村　勇　　　　　　　　〃
喜多　淳　　　（一社）大阪府ＬＰガス協会
貴堂　幸一　　　　　　　〃
天野　智行　　　　　　　〃
都田　孝治　　大阪高圧ガス熔材協同組合
森本　正則　　大阪府冷凍設備保安協会

警 備 班 都田　孝治　　大阪高圧ガス熔材協同組合
森本　正則　　大阪府冷凍設備保安協会

訓 練 ・ 実 験 区 分 訓 練 班 長 解 説 者 人 員

訓
　
練

第 1 部
AED 操作指導 （摂津市消防本部） （摂津市消防本部） ３名

第 2 部
アセチレンガス漏洩

笠井　秀一
（高圧ガス工業㈱）

岡部　佳久
（高圧ガス工業㈱） 8 名

第 3 部
アンモニアガス漏洩

市坪　完途
（三井化学㈱）

大田　明美
（三井化学㈱）	 ５名

第４部
ＬＰガス漏洩

高木　伸明
（伊丹産業㈱門真工場）

津田　将宏・有留　芳弘
（ 伊丹産業㈱門真工場） １０名

実
　
験

第 1 部
液化酸素燃焼

松井　勇兒
（大陽日酸㈱）

加納　郁久
（大陽日酸㈱） ９名

第 2 部　
モノシラン着火

竹平　浩之
（大陽日酸エンジニアリング㈱）

加納　郁久
（大陽日酸㈱）

第 3 部
ＬＰガス燃焼

青木　孝之
（岩谷産業㈱）

青木　孝之
（岩谷産業㈱） 3 名

第 4 部
水素ガス燃焼	

外山　憲一
（岩谷瓦斯㈱）

外山　憲一
（岩谷瓦斯㈱）	 4 名

訓練第５部　
ＬＰガス
タンクローリ
路上災害時の
応急処置訓練

摂津市消防本部
訓練指揮者
訓練解説者
消防隊員　

人員

1 名
2 名
4 名

伊丹産業㈱門真工場
　訓練班長　　　　高木　伸明
　ローリ運転手　　川本　朝志
　指定防災事業所　堂本　　浩

1 名
1 名
1 名

大阪府摂津警察署 2 名
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用
資

器
材

実
施

担
当

者
及

び
要

員

13
:2

6 〜

13
:4

6

第
2

部
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

漏
洩

着
火

時
の

応
急

処
置

訓
練

解
説

（
想

定
A）

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
容

器
を

積
載

し
た

2t
積

ト
ラ

ッ
ク

が
走

行
中

、
見

通
し

の
悪

い
左

側
路

地
よ

り
ラ

イ
ト

バ
ン

が
飛

び
出

し
て

き
た

た
め

、
ト

ラ
ッ

ク
運

転
手

は
急

停
止

し
た

が
、

ト
ラ

ッ
ク

の
左

側
荷

台
に

そ
の

ま
ま

衝
突

し
た

。
　

　
そ

の
際

、
容

器
を

固
定

し
て

い
た

ロ
ー

プ
が

切
断

し
た

た
め

積
荷

容
器

が
転

落
し

た
後

、
容

器
バ

ル
ブ

が
緩

み
何

ら
か

の
着

火
源

に
よ

り
漏

洩
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

に
着

火
燃

焼
し

た
。

１
．

訓
練

開
始

報
告

本
部

前
に

整
列

後
、

訓
練

班
長

は
訓

練
本

部
長

に
訓

練
開

始
を

報
告

。
ト

ラ
ッ

ク
　

　
　

1
台

ラ
イ

ト
バ

ン
　

　
2

台
メ

ガ
ホ

ン
　

　
　

2
個

発
炎

筒
（

赤
） 

　
2

本
ロ

ー
プ

　
　

　
　

1
本

点
火

棒
　

　
　

　
1

本
防

災
工

具
　

　
　

1
式

石
鹸

水
　

　
　

　
1

式
赤

旗
　

　
　

　
　

2
本

バ
ケ

ツ
　

　
　

　
1

個
消

火
器

　
　

　
　

6
本

充
瓶

　
　

　
　

　
2

本
空

瓶
　

　
　

　
　

8
本

模
擬

容
器

　
　

　
1

式
調

整
器

 	　
  　

　
1

台

高
圧

ガ
ス

工
業

㈱
	

大
陽

日
酸

ガ
ス

＆
ウ

ェ
ル

デ
ィ

ン
グ

㈱

訓
練

班
長

　
　

　
　

１
名

解
説

者
　

　
　

　
　

１
名

ト
ラ

ッ
ク

運
転

手
　

１
名

ラ
イ

ト
バ

ン
運

転
手

１
名

防
災

要
員

　
　

　
　

２
名

発
炎

筒
点

火
者

　
　

１
名

消
防

指
揮

者
　

　
　

１
名

合
計

　
８

名
  

２
．

通
報

訓
練

　
　（

発
炎

筒
使

用
）

（
１

）　
衝

突
さ

れ
た

ト
ラ

ッ
ク

運
転

手
は

、
転

落
し

、
燃

焼
し

て
い

る
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

（
1

本
）

に
つ

い
て

は
、

搭
載

し
て

い
る

消
火

器
で

消
火

し
た

が
、

転
落

燃
焼

し
た

容
器

の
火

炎
に

よ
り

荷
台

の
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
安

全
栓

が
溶

け
、

ガ
ス

が
噴

出
し

、
着

火
し

た
。

こ
の

た
め

衝
突

し
た

ラ
イ

ト
バ

ン
の

運
転

手
に

、
周

囲
に

警
戒

注
意

を
呼

び
か

け
る

指
示

を
行

っ
た

。
（

２
）　

ト
ラ

ッ
ク

運
転

手
は

、
処

置
困

難
と

判
断

し
、

携
帯

電
話

に
て

11
9

番
（

消
防

本
部

）
通

報
を

行
い

、
事

故
内

容
を

報
告

し
、

応
援

を
要

請
す

る
。

（
３

）　
ラ

イ
ト

バ
ン

の
運

転
手

は
、

事
故

現
場

に
ロ

ー
プ

を
張

り
、

メ
ガ

ホ
ン

で
付

近
住

民
に

近
寄

ら
な

い
よ

う
注

意
を

呼
び

掛
け

る
。

（
４

）　
通

報
を

受
け

た
消

防
本

部
は

、
電

話
に

て
指

定
防

災
事

業
所

へ
応

援
要

員
の

出
動

を
要

請
す

る
。

（
５

）　
消

防
本

部
は

、
事

故
現

場
へ

指
揮

者
を

出
動

さ
せ

る
。

３
．

指
定

防
災

事
業

所
の

出
動

訓
練

（
１

）　
消

防
本

部
よ

り
出

動
要

請
を

受
け

た
指

定
防

災
事

業
所

は
、

消
防

本
部

に
対

し
、

到
着

ま
で

の
注

水
冷

却
の

続
行

を
依

頼
し

、
直

ち
に

防
災

要
員

を
出

動
さ

せ
る

。
（

２
）　

現
場

に
到

着
し

た
防

災
要

員
は

、
そ

の
旨

を
消

防
隊

長
に

報
告

し
、

指
揮

下
に

入
る

。

４
．

消
火

及
び

処
置

訓
練

（
１

）　
防

災
要

員
は

、
班

長
の

指
示

に
よ

り
、

延
焼

中
の

車
上

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

消
火

を
行

う
。

（
２

）　
消

火
後

、
溶

解
し

た
可

溶
安

全
栓

に
止

め
栓

を
打

ち
込

み
ガ

ス
漏

れ
を

閉
止

す
る

。
（

３
）　

積
載

の
全

容
器

に
つ

い
て

、
ガ

ス
漏

洩
点

検
及

び
容

器
の

過
熱

の
有

無
等

、
安

全
確

認
を

行
う

。
（

４
）　

消
火

及
び

処
置

完
了

後
、

そ
の

旨
を

消
防

隊
長

に
報

告
す

る
。

（
想

定
B）

消
費

先
に

お
い

て
、

容
器

（
バ

ル
ブ

又
は

安
全

栓
）

よ
り

漏
洩

し
た

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
に

着
火

し
た

。（
模

擬
容

器
を

使
用

し
て

着
火

し
た

後
、

消
火

訓
練

）

５
．

漏
洩

着
火

時
の

処
置

　
訓

練
と

消
火

訓
練

　
　（

模
擬

容
器

に
て

実
際

　
に

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
　

に
着

火
）

（
１

）　
容

器
バ

ル
ブ

の
充

填
口

か
ら

の
漏

洩
に

よ
り

着
火

想
定

時
の

消
火

器
に

よ
る

消
火

。
（

２
）　

肩
部

可
溶

栓
か

ら
の

噴
出

に
よ

り
着

火
想

定
時

の
消

火
器

に
よ

る
消

火
及

び
止

め
栓

打
ち

込
み

に
よ

る
ガ

ス
噴

出
閉

止
措

置
。

（
３

）　
肩

部
及

び
バ

ル
ブ

ネ
ッ

ク
部

か
ら

の
噴

出
に

よ
り

着
火

想
定

時
に

よ
る

消
火

及
び

止
め

栓
打

ち
込

み
に

よ
る

ガ
ス

噴
出

閉
止

措
置

。
（

４
）　

調
整

器
取

り
付

け
不

良
に

よ
る

ガ
ス

漏
洩

に
よ

る
着

火
想

定
時

の
消

火
器

に
よ

る
消

火
。

６
．

訓
練

終
了

報
告

７
．

片
付

け
及

び
撤

収
本

部
前

に
整

列
後

、
訓

練
班

長
は

訓
練

本
部

長
に

訓
練

終
了

を
報

告
。



― 10 ―

訓
練
第
3
部

実
施

時
間

訓
練

項
目

、
事

故
想

定
訓

練
区

分
訓

練
内

容
使

用
資

器
材

実
施

担
当

者
及

び
要

員

13
:4

6 〜

14
:0

3

第
3

部
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

漏
洩

時
の

応
急

処
置

訓
練

（
想

定
）

液
体

ア
ン

モ
ニ

ア
運

搬
用

ロ
ー

リ
ー

が
路

上
で

乗
用

車
に

追
突

さ
れ

、
事

故
の

衝
撃

で
ロ

ー
リ

ー
容

器
の

元
弁

ボ
ン

ネ
ッ

ト
シ

ー
ル

部
か

ら
液

体
ア

ン
モ

ニ
ア

が
漏

洩
中

で
あ

る
。

１
．

訓
練

開
始

報
告

処
置

班
長

、
訓

練
本

部
長

に
訓

練
開

始
を

報
告

ア
ン

モ
ニ

ア
運

搬
ロ

ー
リ

ー
１

台
ガ

ス
ケ

ミ
カ

ル
物

流
西

日
本

㈱
ラ

イ
ト

バ
ン（

事
故

車
両

）　
1

台
安

全
・

環
境

Ｇ
ラ

イ
ト

バ
ン（

緊
急

出
動

車
両

） 
1

台
物

流
部

防
毒

マ
ス

ク
　

　
　

　
　

　
1

式
㈱

Ｍ
Ｃ

Ｏ
Ｓ

防
災

警
備

部
空

気
呼

吸
器

　
　

　
　

　
　

２
台

㈱
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｓ
防

災
警

備
部

ゴ
ム

手
袋

　
　

　
　

　
　

　
1

式
㈱

ガ
ス

ケ
ミ

カ
ル

物
流

西
日

本
ガ

ス
検

知
器

　
　

　
　

　
　

１
台

㈱
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｓ
防

災
警

備
部

携
行

資
材

　
　

　
　

　
　

　
1

式
ガ

ス
ケ

ミ
カ

ル
物

流
西

日
本

㈱
発

煙
筒（

白
）　

　
　

　
　

　
２

本
㈱

M
CO

S
防

災
警

備
部

三
井

化
学

㈱
大

阪
工

場

運
転

手
　

　
　

　
　

　
　

２
名

ガ
ス

ケ
ミ

カ
ル

物
流

西
日

本
㈱

防
災

要
員

　
　

　
　

　
　

２
名

㈱
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｓ
防

災
警

備
部

指
定

防
災

事
業

所
マ

グ
ネ

ッ
ト

解
説

者
　

　
　

　
　

　
　

１
名

（
安

全
・

環
境

部
）

合
計

　
５

名

摂
津

市
消

防
本

部
　

　
１

名

２
．

通
報

訓
練

　
　

発
煙

筒（
白

）使
用

（
１

）　
運

転
手

は
防

毒
マ

ス
ク

を
装

着
後

、
風

上
か

ら
漏

洩
中

の
元

弁
に

近
づ

き
、

ボ
ン

ネ
ッ

ト
の

増
し

締
め

を
試

み
る

が
、

ア
ン

モ
ニ

ア
濃

度
が

濃
く

、
防

毒
マ

ス
ク

で
は

近
づ

け
ず

、
増

し
締

め
を

断
念

。
（

２
）　

運
転

手
は

携
帯

電
話

に
て

、
１

１
９

番
（

仮
設

）
へ

通
報

す
る

。（
イ

エ
ロ

ー
カ

ー
ド

を
見

な
が

ら
通

報
す

る
）

（
３

）　
通

報
後

、車
両

通
行

止
め

を
し

（
赤

色
合

図
灯

を
振

り
）、

メ
ガ

ホ
ン

に
て

通
行

車
両

及
び

付
近

の
人

に
風

上
へ

の
退

避
を

呼
び

か
け

る
。

（
４

）　
通

報
を

受
け

た
消

防
本

部
は

、
電

話
（

仮
設

）
に

て
指

定
防

災
事

業
所

へ
防

災
要

員
の

出
動

を
要

請
す

る
。

　
　

　
又

、
事

故
現

場
へ

指
揮

車
を

出
動

さ
せ

る
。

（
５

）　
運

転
手

は
、

出
動

し
て

き
た

消
防

隊
長

に
イ

エ
ロ

ー
カ

ー
ド

を
提

出
す

る
。

３
．

指
定

防
災

事
業

所
　

　
出

動
訓

練
（

１
）　

消
防

本
部

よ
り

出
動

要
請

を
受

け
た

指
定

防
災

事
業

所
は

、
直

ち
に

防
災

要
員

を
出

動
さ

せ
る

。
（

２
）　

現
場

に
到

着
し

た
防

災
要

員
は

そ
の

旨
、

指
揮

者
に

報
告

し
、

そ
の

配
下

に
は

い
る

。

４
．

処
置

訓
練

（
１

）　
防

災
要

員
は

空
気

呼
吸

器
を

装
着

し
、

風
上

か
ら

漏
洩

箇
所

に
近

づ
き

、
元

弁
の

ボ
ン

ネ
ッ

ト
の

増
し

締
め

を
行

な
う

。
（

２
）　

ガ
ス

検
知

機
で

、
漏

洩
検

査
を

行
な

い
、

漏
れ

の
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
（

３
）　

処
置

完
了

後
防

災
要

員
は

そ
の

旨
、指

揮
者

へ
報

告
す

る
。

５
．

訓
練

完
了

報
告

処
置

班
長

、
訓

練
本

部
長

に
訓

練
完

了
を

報
告
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訓
練
第
4
部

実
施

時
間

訓
練

項
目

、
事

故
想

定
訓

練
区

分
訓

練
内

容
使

用
資

器
材

実
施

担
当

者
及

び
要

員

14
:0

3 〜

14
:1

4

第
4

部
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
漏

洩
通

報
時

の
緊

急
出

動
訓

錬
と

応
急

処
置

訓
練

	

（
目

的
）

地
震

に
よ

る
広

域
災

害
発

生
時

に
お

け
る

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

販
売

店
の

組
織

す
る

地
域

防
災

隊
の

緊
急

出
動

訓
練

及
び

、
２

次
災

害
を

防
止

す
る

応
急

処
置

訓
練

、
並

び
に

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

緊
急

供
給

訓
練

を
行

う
。

１
．

訓
練

開
始

報
告

本
部

前
に

整
列

後
、

訓
練

班
長

は
訓

練
本

部
長

に
訓

練
開

始
を

報
告

。
緊

急
車

両
　

　
　

　
　

　
　

1
台

作
業

車
両

　
　

　
　

　
　

　
4

台
訓

練
資

材
搬

入
3t

ト
ラ

ッ
ク

　
1台

貯
蔵

庫
、供

給
設

備
50

ｋ
容

器
　

4本
メ

ガ
ホ

ン
、

警
戒

柵
コ

ー
ン

赤
旗

ガ
ス

検
知

器
　

　
　

　
　

　
2

台
自

記
圧

力
計

　
　

　
　

　
　

1
台

伊
丹

産
業

㈱
門

真
工

場

解
説

者
　

　
　

　
　

　
　

２
名

訓
練

班
長

　
　

　
　

　
　

１
名

広
報

班
　

　
　

　
　

　
　

２
名

防
災

要
員

（
応

急
含

む
）

５
名

合
計

　
１

０
名

２
．

通
報

出
動

訓
練

（
１

）　
大

阪
府

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

地
震

対
策

本
部

よ
り

災
害

発
生

地
域

へ
の

防
災

隊
の

緊
急

出
動

要
請

。
（

２
）　

要
請

を
受

け
た

災
害

発
生

地
区

を
担

当
す

る
地

域
防

災
隊

の
緊

急
出

動

３
．

二
次

災
害

防
止

訓
練

（
１

）　
応

急
班

の
ガ

ス
漏

れ
箇

所
応

急
処

置
（

２
）　

広
報

班
の

警
戒

区
域

設
定

と
住

民
へ

の
広

報
活

動
（

３
）　

防
災

要
員

に
よ

る
漏

洩
箇

所
の

検
査

及
び

付
近

の
安

全
確

認
（

４
）　

広
報

班
に

よ
る

警
戒

区
域

の
解

除
広

報

４
．

非
常

用
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
緊

急
供

給
訓

練
（

１
）　

被
災

設
備

の
検

査

５
．

訓
練

完
了

報
告

地
震

対
策

本
部

へ
の

完
了

報
告

訓
練

本
部

長
に

訓
練

完
了

を
報

告
。
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実
施

時
間

訓
練

項
目

、
事

故
想

定
訓

練
区

分
訓

練
内

容
使

用
資

器
材

15
:1

1 〜

15
:2

5

第
5

部
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
路

上
災

害
時

の
応

急
処

置
訓

練

摂
津

市
内

の
交

差
点

で
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

に
乗

用
車

が
衝

突
し

、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
車

の
側

方
一

部
が

破
損

し
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

が
漏

洩
し

た
と

い
う

想
定

で
実

施
す

る
。

	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

１
．

訓
練

開
始

報
告

本
部

前
に

整
列

、
訓

練
班

長
は

訓
練

本
部

長
に

訓
練

開
始

を
宣

言
。

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

　
　

１
台

煙
発

生
器

　
　

　
　

　
　

　
　

１
個

化
学

車
 　

　
　

　
　

　
　

　
１

台
パ

ト
カ

ー
 　

　
　

　
　

　
　

１
台

防
災

要
員

用
車

　
　

　
　

　
１

台
２

．
通

報
訓

練
（

１
）　

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

車
の

運
転

手
は

、
事

故
発

生
と

同
時

に
乗

用
車

の
運

転
手

に
ガ

ラ
ス

越
し

に
呼

び
か

け
る

。（
乗

用
車

運
転

手
は

負
傷

な
く

自
力

脱
出

）
直

ち
に

携
帯

電
話

に
て

11
9

番（
消

防
局

）通
報

し
そ

の
状

況
を

説
明

す
る

。
再

度
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
車

の
破

損
状

況
、

バ
ル

ブ
閉

止
に

よ
る

応
急

処
置

、
乗

用
車

の
運

転
手

の
状

況
を

確
認

す
る

。
（

２
）　

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

車
の

運
転

手
は

、
消

防
隊

の
到

着
ま

で
、

事
故

現
場

で
メ

ガ
ホ

ン
に

て
付

近
住

民
に

立
ち

寄
ら

な
い

よ
う

呼
び

か
け

る
。

３
．

出
動

（
１

）　
通

報
を

受
け

た
消

防
局

は
消

防
隊

に
出

動
を

指
令

す
る

と
共

に
摂

津
警

察
署

及
び

指
定

防
災

事
業

所
に

も
出

動
を

要
請

す
る

。
（

２
）　

現
場

に
到

着
し

た
パ

ト
カ

ー
の

警
察

官
は

、
交

通
規

制
及

び
広

報
を

行
う

と
と

も
に

交
通

規
制

の
誘

導
を

行
う

。
（

３
）　

現
場

に
到

着
し

た
消

防
隊

は
、

ロ
ー

リ
車

の
運

転
手

か
ら

報
告

と
イ

エ
ロ

ー
カ

ー
ド

の
提

出
を

受
け

て
活

動
を

開
始

す
る

。
指

定
防

災
事

業
所

職
員

は
、

消
防

隊
指

揮
者

の
側

で
待

機
す

る
。

　

４
．

可
燃

性
ガ

ス
検

知
　

作
業

（
１

）　
消

防
隊

は
、

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
表

示
の

確
認

や
保

有
資

機
材

に
よ

る
ガ

ス
漏

洩
状

況
の

簡
易

検
知

作
業

を
行

う
。

（
２

）　
若

干
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
濃

度
が

上
昇

よ
り

、
濃

度
拡

散
の

た
め

噴
霧

注
水

を
実

施
す

る
。

（
３

）　
消

防
隊

か
ら

ガ
ス

検
知

を
実

施
し

た
結

果
、ガ

ス
濃

度
正

常
範

囲
の

報
告

が
あ

っ
た

。
（

４
）　

指
揮

本
部

か
ら

バ
ル

ブ
閉

止
後

の
ガ

ス
漏

洩
は

な
い

こ
と

か
ら

、
指

定
防

災
事

業
所

職
員

に
事

後
処

理
作

業
の

指
示

が
あ

っ
た

。

実
施

担
当

者
及

び
要

員

摂
津

市
消

防
本

部
　

　
　

　
７

名
大

阪
府

摂
津

警
察

署
　

　
　

２
名

伊
丹

産
業

㈱
門

真
工

場
　

　
　

３
名

合
計

　
１

２
名

５
．

訓
練

完
了

報
告

６
．

片
付

け
撤

収
（

１
）　

本
部

前
に

整
列

、
訓

練
班

長
は

訓
練

本
部

長
に

訓
練

第
５

部
の

終
了

を
報

告
。

伊
丹

産
業

㈱
門

真
工

場
　

　
　

３
名

※
消

防
・

警
察

は
整

列
な

し

訓
練
第
５
部
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実
験
第
1・
2
部

実
施

時
間

実
験

項
目

実
験

区
分

実
験

内
容

・
解

説
使

用
資

器
材

実
験

担
当

及
び

要
員

（
１

）　
機

材
持

ち
込

み
（

２
）　

機
材

持
込

後
、

開
始

報
告

位
置

に
整

列
14

:1
4 〜

14
:2

4

報
告

１
．

実
験

開
始

報
告

（
１

）　
実

験
班

長
は

、
訓

練
本

部
長

に
第

1
部

、
第

2
部

の
実

験
開

始
を

報
告

実
験

第
１

部
支

燃
性

ガ
ス

（
液

化
酸

素
）

に
よ

る
燃

焼
実

験

１
．

実
験

準
備

及
び

　
　

酸
素

の
性

質
等

の
説

明
２

．
大

気
中

の
藁

束
燃

焼
実

験
３

．
酸

素
雰

囲
気

中
の

藁
束

燃
焼

実
験

（
１

）　
実

験
開

始
に

あ
た

り
、

装
置

準
備

中
の

時
間

を
利

用
し

て
、

酸
素

の
性

質
・

取
扱

い
に

つ
い

て
、

説
明

を
行

な
う

。
（

２
）　

大
気

中
で

藁
束

を
燃

や
す

実
験

を
お

こ
な

う
。

（
３

）　
液

化
酸

素
を

浸
透

さ
せ

た
状

態
で

藁
束

を
燃

や
す

実
験

を
お

こ
な

う
。

ト
ラ

ッ
ク

　
　

　
　

　
　

　
　

１
台

藁
束

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
体

液
化

酸
素

容
器

　
　

　
　

　
　

１
本

消
火

器
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
本

消
火

バ
ケ

ツ
　

　
　

　
　

　
　

２
個

液
酸

用
バ

ケ
ツ

　
　

　
　

　
　

１
個

防
災

工
具

　
　

　
　

　
　

　
　

１
式

点
火

用
具

　
　

　
　

　
　

　
　

１
式

大
陽

日
酸

㈱

解
説

者
		

  
 １

名
実

験
班

長
	

  
 １

名
実

験
要

員
	

  
 ６

名
記

録
員

　
	

  
 １

名

合
計

　
９

名

14
:2

4 〜

14
:3

6

実
験

第
２

部
特

殊
材

料
ガ

ス
（

モ
ノ

シ
ラ

ン
）

の
自

己
着

火
実

験

１
．

実
験

の
準

備
及

び
モ

ノ
シ

ラ
ン

ガ
ス

の
性

質
等

の
説

明
２

．
自

己
着

火
実

験
３

．
消

火
器

で
の

消
火

実
験

４
．

水
中

放
出

実
験

５
．

風
船

破
裂

時
の

着
火

実
験

（
１

）　
実

験
の

準
備

が
完

了
す

る
ま

で
、

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
の

性
質

及
び

取
扱

に
つ

い
て

簡
単

に
説

明
。

（
２

）　
バ

ル
ブ

を
開

け
て

自
己

着
火

の
実

験
（

３
）　

シ
ラ

ン
ガ

ス
の

炎
に

消
火

器
を

使
っ

て
消

火
で

き
る

か
ど

う
か

を
観

察
。

（
４

）　
シ

ラ
ン

ガ
ス

を
水

の
中

に
放

出
し

、
状

況
を

観
察

。
（

５
）　

シ
ラ

ン
ガ

ス
を

風
船

の
中

に
充

て
ん

し
、

こ
れ

を
針

で
突

き
刺

し
た

時
の

状
況

を
観

察
。

シ
ラ

ン
ガ

ス
容

器
	

（
10

％
）　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
本

窒
素

ガ
ス

容
器

　
　

　
　

　
　

１
本

容
器

固
定

架
台

  　
　

　
　

　
１

式
ダ

ミ
ー

容
器

及
び

架
台

　
　

 １
式

ノ
ズ

ル
配

管
類

 　
　

　
　

　
　

１
式

風
船

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

２
式

風
船

突
き

棒
 　

　
　

　
　

 　
１

本
水

槽
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
１

個
消

火
器

　
　

　
　

　
　

　
　

　
２

本
防

災
工

具
　

　
　

　
　

　
　

　
１

式
空

気
呼

吸
器

　
　

　
　

　
　

　
１

式
保

護
具

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

式
報

告
１

．
実

験
終

了
報

告
２

．
片

付
け

（
シ

ラ
ン

実
験

の
養

生
後

）
（

１
）　

実
験

班
長

は
、

訓
練

本
部

長
に

第
1

部
、

第
2

部
実

験
終

了
を

報
告

。
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実
験
第
3
部

実
施

時
間

実
験

項
目

実
験

区
分

実
験

内
容

・
解

説
使

用
資

器
材

実
験

担
当

及
び

要
員

14
:3

6 〜

14
:4

8

第
３

部
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
燃

焼
比

較
実

験

（
実

験
概

要
）

通
常

弁
お

よ
び

サ
イ

フ
ォ

ン
付

弁
を

装
置

し
た

容
器

に
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
を

充
填

し
た

も
の

か
ら

液
状

、
ガ

ス
状

に
区

分
し

て
配

管
バ

ー
ナ

ー
よ

り
放

出
し

、
こ

れ
を

各
々

区
分

し
て

着
火

す
る

。
こ

の
時

の
燃

焼
状

態
を

液
状

、
ガ

ス
状

で
比

較
観

察
す

る
。

1．
実

験
開

始
報

告
実

験
班

長
、

訓
練

本
部

長
に

実
験

開
始

を
宣

言
す

る
。

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

　
　

　
　

１
本

（
50

㎏
通

常
弁

、
サ

イ
フ

ォ
ン

付
弁

燃
焼

用
）

配
管

資
器

材
　

　
　

　
　

１
式

点
火

用
具

　
　

　
　

　
　

１
式

消
火

器
　

　
　

　
　

　
　

２
本

（
Ａ

Ｂ
Ｃ

２
０

型
）

岩
谷

産
業

㈱
	

		


解
説

者
　

　
　

　
１

名
実

験
要

員
　

　
　

２
名

合
計

　
３

名
2．

燃
焼

比
較

実
験

実
験

装
置

の
準

備
の

間
、

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

の
物

性
、

性
状

に
つ

い
て

解
説

す
る

。
解

説
者

の
合

図
に

よ
り

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
を

液
状

、
ガ

ス
状

に
区

分
し

て
配

管
バ

ー
ナ

ー
よ

り
放

出
し

、
こ

れ
に

各
々

区
分

し
て

着
火

さ
せ

、
燃

焼
の

状
態

を
観

察
す

る
。

3．
消

火
実

験
解

説
者

の
合

図
に

よ
り

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
を

液
状

、
ガ

ス
状

に
区

分
し

配
管

バ
ー

ナ
ー

よ
り

放
出

し
、

こ
れ

に
各

々
区

分
し

て
着

火
さ

せ
、

そ
れ

ぞ
れ

消
火

器
で

消
火

し
、

そ
の

難
易

度
を

確
認

す
る

。

4．
実

験
終

了
報

告
5．

片
付

け
、

撤
収

本
部

前
に

整
列

、
実

験
班

長
よ

り
訓

練
本

部
長

に
第

３
部

の
実

験
終

了
を

報
告

す
る

。
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実
験
第
４
部

実
施

時
間

実
験

項
目

実
験

区
分

実
験

内
容

・
解

説
使

用
資

器
材

実
施

担
当

者
及

び
要

員

14
:4

8 〜

15
:1

1

第
４

部
水

素
ガ

ス
燃

焼
比

較
実

験
	

（
実

験
概

要
）

始
め

に
水

素
ガ

ス
の

放
出

、
次

に
水

素
ガ

ス
へ

の
着

火
、

次
に

水
素

燃
焼

炎
へ

の
炎

色
反

応
の

確
認

、
次

に
紙

風
船

燃
焼

と
金

網
燃

焼
を

確
認

後
、

最
後

に
粉

末
消

火
器

に
よ

る
消

火
作

業
を

行
う

。

機
材

の
配

置
風

向
き

を
見

て
場

所
を

決
定

す
る

。
模

擬
配

管
固

定
架

台
　

　
1

基
実

験
用

資
器

材
　

　
　

　
１

式
消

火
器

　
　

　
　

　
　

　
3

本
噴

霧
器

及
び

着
色

剤
　

　
１

式
水

素
ガ

ス
容

器
　（

7㎥
） 

２
本

 
実

験
用

紙
風

船
　

　
　

　
１

式
実

験
用

金
網

　
　

　
　

　
１

式
点

火
用

具
　

　
　

　
　

　
１

式

岩
谷

瓦
斯

㈱

実
験

班
長

（
解

説
者

）　
１

名
実

験
要

員
　

　
　

　
　

　
３

名
合

　
計

　
４

名
１

．
実

験
開

始
報

告
実

験
班

長
、

訓
練

本
部
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。
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平成 27 年度 大阪府高圧ガス防災訓練
平成 27 年10 月7 日（水） 於 神崎川河川敷右岸

（摂津市南別府 16 番地先）

開会式



― 18 ―

第 2部　アセチレンガス漏洩着火時の応急処置訓練

訓練の部 第 1部　ＡＥＤ操作指導

第３部　アンモニアガス漏洩時の応急処置訓練
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第４部　ＬＰガス漏洩時の通報訓練

第５部　LPガスタンクローリの路上災害時の応急処置訓練
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実験の部 第１部　支燃性ガス（液化酸素）による燃焼実験

第２部　特殊材料ガス（モノシラン）の自己着火実験
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第３部　ＬＰガス燃焼比較実験

第４部　水素ガス燃焼比較実験
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閉会式
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大阪府高圧ガス地域防災協議会は全国組織の一環として、昭和 47 年 2 月 16 日に設立され、
以来、次の通り高圧ガス防災訓練の回を重ねてきた。
第 26 回（平成 12 年 10 月）より大阪府の主催（共催）として実施している。

第 1 回　昭和 47 年 10 月 27 日　堺泉北 コンビナート地区
第 2 回　昭和 50 年 ４ 月 ２ 日　守口市 淀川河川敷
第 3 回　昭和 52 年 ３ 月 17 日　茨木市内サッポロビール㈱ 大阪工場内
第 4 回　昭和 53 年 ３ 月 17 日　茨木市内大和製缶㈱ 大阪工場内
第 5 回　昭和 54 年 11 月 13 日　摂津市淀川 右岸河川敷
第 6 回　昭和 56 年 ３ 月 24 日　摂津市淀川 右岸河川敷
第 7 回　昭和 57 年 ３ 月 24 日　摂津市鳥飼中地先 淀川右岸河川敷
第 8 回　昭和 57 年 10 月 28 日　昭和57年度大阪府石油コンビナート等総合防災訓練に特別参加
第 9 回　昭和 58 年 11 月 13 日　門真市立大和田小学校 校庭
第 10 回　昭和 59 年 11 月 13 日　泉大津市小津島町 泉北港地区
第 11 回　昭和 60 年 11 月 13 日　大阪市住之江区 南港フェリーターミナル前広場
第 12 回　昭和 61 年 10 月 14 日　大阪市住之江区 南港フェリーターミナル前広場
第 13 回　昭和 62 年 10 月 14 日　大東市平野屋 大阪府立消防学校
第 14 回　昭和 63 年 10 月 21 日　大東市平野屋 大阪府立消防学校
第 15 回　平成 元 年 10 月 20 日　高槻市 津之江公園
第 16 回　平成 ２ 年 10 月 18 日　藤井寺市大井川北、大和川河内橋下流右岸河川敷
第 17 回　平成 ３ 年 10 月 17 日　岸和田市西之内町、岸和田市軟式少年野球場
第 18 回　平成 ４ 年 10 月 16 日　大東市平野屋 大阪府立消防学校
第 19 回　平成 ５ 年 10 月 15 日　池田市猪名川 運動公園サッカー場
第 20 回　平成 ６ 年 11 月 １ 日　大阪市此花区 舞洲スポーツアイランド
第 21 回　平成 ７ 年 ９ 月 28 日　堺市戎島町 5 丁 堺市高石市消防組合消防本部訓練場
第 22 回　平成 ８ 年 10 月 ８ 日　河内長野市大師町 885-2 河内長野市立総合運動場
第 23 回　平成 ９ 年 10 月 ８ 日　泉佐野市りんくう往来南
第 24 回　平成 10 年 10 月 ８ 日　大東市平野屋 大阪府立消防学校
第 25 回　平成 11 年 10 月 ６ 日　堺市戎島町 5 丁 堺市高石市消防組合消防本部訓練場
第 26 回　平成 12 年 10 月 11 日　摂津市一津屋 淀川右岸河川敷
第 27 回　平成 13 年 10 月 10 日　東大阪市 大阪市消防学校（中止）
第 28 回　平成 14 年 10 月 10 日　堺市築港新町 4 丁地先、堺第 7-3 区埋立地 A ポンド
第 29 回　平成 15 年 10 月 ９ 日　茨木市室山 2 丁目 1 番 1 号、大阪成蹊学園　茨木グラウンド
第 30 回　平成 16 年 10 月 ７ 日　藤井寺市川北 3 丁目地先 大和川河川敷
第 31 回　平成 17 年 10 月 ６ 日　堺市戎島町 5 丁 43 番地 堺・高石消防本部　戎島消防訓練場
第 32 回　平成 18 年 10 月 ４ 日　八尾市空港 1 丁目 209 の 7 大阪府中部広域防災拠点
第 33 回　平成 19 年 10 月 12 日　大阪市此花区北港緑地 2 丁目 15 番外地 舞洲消防訓練用地
第 34 回　平成 20 年 10 月 10 日　高槻市南大樋町 970 番地 南大樋運動公園
第 35 回　平成 21 年 10 月 ９ 日　和泉市黒鳥町 4 丁目 531-1 黒鳥山公園
第 36 回　平成 23 年 10 月 ６ 日　藤井寺市船橋大和川河川敷運動広場
第 37 回　平成 24 年 10 月 11 日　堺市西区築港新町４丁堺第 7-3 区（Ｆポンド）
第 38 回　平成 25 年 10 月 10 日　八尾市空港 1 丁目 209-7 大阪府中部広域防災拠点
第 39 回　平成 26 年 11 月 21 日　大阪市此花区北港緑地２丁目１番２４ 舞洲アリーナ中央駐車場
第 40 回　平成 27 年 10 月 ７ 日　摂津市南別府１６番地先 神崎川河川敷右岸

大 阪 府 高 圧 ガ ス 防 災 訓 練 記 録
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大阪府高圧ガス防災訓練は、今年度で４０回を迎えることが出来ました。これ

もひとえに皆様方のご支援の賜物と深く感謝いたしております。今後とも一層のご

支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

この訓練は、大阪府下の高圧ガス指定防災事業所の応援要員を中心として、緊

急通報訓練、応急処置訓練と各種高圧ガスの燃焼実験を実施致しました。

本年度は、摂津市の神崎川河川敷右岸を防災訓練会場として確保しましたが、

河川敷利用規程により見学車輌が駐車出来ないことで見学者には大変ご不便をお

掛けしましたが、皆様のご協力をいただき無事に開催をすることが出来ました。

経済産業省中部近畿産業保安監督部近畿支部、摂津市消防本部、大阪府摂津警

察署、高圧ガス保安協会近畿支部、近畿高圧ガス地域防災協議会連合会のご指導と

支援を得て、大いなる成果を挙げることができました。　

また見学者は大阪府内だけでなく福井県、滋賀県、和歌山県、京都府、兵庫県

等大阪府外からと、さらには、大阪大学をはじめとする国立七大学安全衛生管理協

議会の活動として高圧ガスに関する情報収集に、遠くは北海道大学、九州工業大学

等多数のご参加をいただき有意義な訓練となりました。

今年度の防災訓練では、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操作指導を摂津市消

防本部から受けました。

実施される訓練・実験の主な内容は緊急通報訓練、応急処置訓練と液化酸素を

浸透させたワラ束が爆発的に燃える実験、特殊材料ガスのモノシランが自然着火す

る実験、ＬＰガスの液状とガス状の燃え方の違い、次にクリーンエネルギーとして

今話題の水素ガスの燃焼実験では、燃焼炎が見えにくいこと、ふく射熱が非常に小

さく、炎に近づかないと熱さを感じないなどガスの性質を知る上でその効果を上げ

ることができました。

あとがき
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